
2005年度小委員会活動成果報告 
（2006年 2月 10日作成） 

小委員会名 塗装工事改定小委員会 主 査 名：近藤 照夫 
就任年月：2003 年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

材料施工本委員会 
内外装工事運営委員会 

委員長名：田中 亨二 
主 査 名：近藤 照夫 

設 置 期 間    2003 年 4月  ～  2006 年 ３月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・2002年度度に塗装・吹付け工事の環境に関わる最新の技術内容を収集・整理し、
「環境に配慮した塗装・吹付け工事の技術資料」を発刊 

・上記内容を受けて、2006年 3月に「建築工事標準仕様書･同解説 JASS 18 塗装
工事」の改定案の完成および講習会の実施 

委員公募の有無：無 

委員構成 
（委員名（所属）） 

近藤照夫（ものつくり大学）       本橋健司（独立行政法人建築研究所） 
井上照郷（日本建築仕上材工業会）    曽我元昭（日本ペイント） 
西川  （大日本塗料）         高橋孝治（日本塗装工業会） 
大沢 悟（竹中工務店）         長谷川拓哉（北海道大学） 
久保田  （大成建設） 

設置WG 
（WG名：目的） 無し 

2005年度予算    180,000円 ホームページ公開の有無：無 

委員会 HPアドレス：無 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数      10 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
１．日本建築学会 建築工事標準仕様書･同解説 JASS 18 塗装工事 

講習会 １． 建築工事標準仕様書･同解説 JASS 18塗装工事改定講習会 
              参加者数 100 名 

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
無し 

大会研究集会 無し 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 無し 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．関連情報を収集して、関連する最新技術に関する検討が終了した。 
２．改訂版の執筆方針は確定した。 
３．他の JASS 改定講習会との日程調整で、2006年度中に開催可能とした。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．具体的な原稿執筆には未だ時間を要する。 
２．今後の継続的な活動で刊行は可能である。 
． 

＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通

項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 


